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人
口
と
世
帯�

人口�

世帯�

男�
女�

４０１,６８６人�

１６３,２３３世帯�

１９９,０９８人�
２０２,５８８人�

　（前月より２０人減）�

（前月より２０世帯減）�
　（１６年３月１日現在）�

ら
を
ゆ
っ
く
り
と
観
賞
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、
た
く
さ
ん
の
ベ
ン
チ
を
用

意
し
ま
す
。

　

開
催
日
に
は
、
お
茶
会
や
模
擬
店
、

町
田
市
文
化
協
会
に
よ
る
出
展
や
県
人

会
に
よ
る
ふ
る
さ
と
自
慢
コ
ー
ナ
ー
な

ど
の
催
し
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
友
好
都
市
コ
ー
ナ
ー
と
し

て
、
長
野
市
・
川
西
町
・
増
穂
町
・
川

上
村
・
沖
縄
市
・
大
島
町
が
郷
土
物
産

等
を
出
品
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
車
で
の

ご
来
場
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
下

さ
い
。

　

な
お
、
例
年
運
行
し
て
い
ま
し
た
シ

ャ
ト
ル
バ
ス
は
今
年
か
ら
廃
止
に
な
り

ま
し
た
。
当
日
は
神
奈
川
中
央
交
通
の

路
線
バ
ス
を
ご
利
用
下
さ
い
。

　

町
田
バ
ス
セ
ン
タ
ー　

番
乗
り
場

１１

発
、
町
田　

系
統
市
立
室
内
プ
ー
ル
行

３８

に
は
増
発
（
直
行
便
）
が
あ
り
ま
す
。

　

運
賃
は
大
人
片
道
２
５
０
円
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

○
開
催
前
日
ま
で　

２
０
０
４
町
田
市

民
さ
く
ら
祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（
経
済
振
興
課
内
）
11
７
２
４
・
２
１

２
９

○
開
催
当
日　

テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
町
田

市
11
０
１
２
０
・
０
４
２
７
８
６

　

春
、
町
田
は
さ
く
ら
で
染
ま
り
ま

す
。
さ
く
ら
ま
つ
り
の
会
場
と
な
る

「
尾
根
緑
道
」
は
遠
く
丹
沢
や
相
模
平

野
が
望
ま
れ
る
市
内
の
さ
く
ら
の
名
所

で
す
。
咲
き
誇
る
さ
く
ら
を
観
賞
し
な

が
ら
、
ゆ
っ
く
り
散
策
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

こ
の
尾
根
緑
道
に
は
早
咲
き
か
ら
遅

咲
き
ま
で　

種
類
・
約
４
６
０
本
の
さ

１９

く
ら
が
あ
り
ま
す
。

　

約
１
・
５
キ
ロ
の
会
場
に
は
、
さ
く

まちださくらまつりまちださくらまつり�まちださくらまつりまちださくらまつり�まちださくらまつり�
尾根緑道�

４月３日（土）午前１０時～午後４時�
　　４日（日）午前１０時～午後３時３０分�

２００４�２００４�昨
年
の
さ
く
ら
ま
つ
り

仮設トイレ�
ユニシンク（水場）�
ごみ集積所�

ミニインフォメーション�
警備班・救護班詰所�

種入側入口�

インフォメーションコーナー�

子ども広場�

模擬店コーナー�

大賀藕絲館�

花の家�企画コーナー�

文化協会�
展示コーナー�

野点コーナー�
常設トイレ�

ふるさと自慢�
コーナー�

友好都市�
コーナー�

警備�
救護�

土木サービスセンター・トイレ�

市立室内プール�
かとれあ�

市立室内�
プール�
バス停�

リサイクル文化センター�
はたらけバンク�

本部�
2棟�

3棟�3棟�

8棟�

5棟�

警備班・救護班詰所�
土木サービス�
センター側入口�

無　料�
休憩所�

さくらまつり会場のご案内�

で
個
別
に
対
応
し
て
き
た
各
業
務
の

一
元
化
や
、
そ
の
充
実
強
化
を
図
る

予
定
で
す
。

　

な
お
、
相
談
業
務
と
適
応
指
導
教

室
は
、
移
転
ま
で
の
間
、
現
在
の
森

野
分
庁
舎
４
階
で
業
務
を
行
い
ま

す
。

□問
 

相
談
部
門
11
７
２
３
・
４
３
９

６
、
研
修
・
研
究
部
門
11
７
９
３
・

２
４
８
１
、
適
応
指
導
教
室
11
７
２

３
・
４
３
９
６

　

４
月
１
日
か
ら
組
織
改
正
に
よ

り
、
学
校
教
育
部
の
「
教
育
相
談

所
」
と
「
教
育
研
究
所
」
は
、
そ
れ

ぞ
れ
、
指
導
課
に
新
設
さ
れ
た
教
育

セ
ン
タ
ー
係
の
「
相
談
部
門
」
「
研

修
・
研
究
部
門
」
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
改
修
工
事
中
の
旧
忠
生
四
小
校

舎
の
一
部
に
、
５
月
末
の
工
事
完
了

後
、
適
応
指
導
教
室
（
け
や
き
教

室
）
と
と
も
に
移
転
す
る
予
定
で

す
。
こ
の
組
織
改
正
に
よ
り
こ
れ
ま

そ
の　
１２

町
田
市
長寺

田　

和
雄

　

た
し
か
昭
和　

年
前
後
の
こ
と
か
と

４３

思
う
。
随
分
古
い
話
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
が
、
今
住
ん
で
い
る
地
域
に
住
居
を

移
し
た
ば
か
り
の
私
は
、
乞
わ
れ
て
町

内
会
長
を
仰
せ
つ
か
っ
た
。
都
の
職
員

で
は
あ
っ
た
が
、
あ
ま
り
地
域
の
こ
と

は
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
町
内

の
壮
年
の
有
志
が
、
会
を
つ
く
っ
て
地

域
の
奉
仕
活
動
に
精
を
出
し
て
い
た
。

今
で
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
。
そ

の
こ
と
が
新
聞
で
報
ぜ
ら
れ
、
善
行
会

の
表
彰
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

当
時
、
町
田
市
の
市
長
は
初
代
の
故

・
青
山
藤
吉
郎
氏
で
あ
っ
た
。
市
長
さ

ん
か
ら
表
彰
状
を
伝
達
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
で
、
そ
れ
な
ら
と
、
地
区
の
集
会

所
に
お
出
で
い
た
だ
い
て
お
祝
い
の
会

も
一
緒
に
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
。
会
は
大
い
に
盛
り
あ
が
り
、
や
が

て
お
酒
も
出
、
手
拍
子
の
唄
も
出
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
誰
か
ら
と

も
な
く
、
「
市
長
さ
ん
も
何
か
唄
っ
て

も
ら
え
ま
せ
ん
か
…
」
と
い
う
所
望
が

出
、
意
外
に
も
「
そ
れ
な
ら
…
」
と
青

山
市
長
は
素
直
に
受
け
ら
れ
、
す
っ
く

と
立
ち
上
が
っ
た
。
そ
し
て
、
「
私
は

町
田
市
歌
を
唄
い
ま
す
」
と
云
っ
て
、

　

大
富
士
は
る
か　

朝
あ
け
の

　

雲
は
飛
ぶ
飛
ぶ　

陽
は
お
ど
る

　

…
と
、
見
事
に
唄
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

酒
の
席
だ
か
ら
と
妥
協
も
せ
ず
、
わ

が
市
の
「
市
歌
」
を
唄
わ
れ
た
青
年
の

よ
う
な
青
山
市
長
の
生
真
面
目
さ
に
私

は
心
を
う
た
れ
た
。

　

近
頃
、
新
市
民
が
増
え
て
い
る
こ
と

も
あ
っ
て
か
、
「
町
田
市
歌
」
の
存
在

を
知
ら
な
い
人
が
多
い
。
市
の
職
員
ま

で
が
同
じ
よ
う
で
、
困
っ
た
こ
と
で
あ

る
。

　

「
町
田
市
歌
」
は
、
市
制
５
周
年
の

記
念
事
業
と
し
て
昭
和　

年
制
定
さ
れ

３８

た
。
青
山
市
長
の
遺
著
「
藤
吉
郎
回
顧

録
」
（
武
相
新
聞
社
刊
）
に
よ
る
と
、

「
町
田
市
は
伝
統
の
唄
も
民
謡
も
な

い
」
と
よ
く
市
民
か
ら
要
望
さ
れ
る
の

で
「
市
歌
」
と
「
音
頭
」
を
つ
く
ろ
う

と
決
意
さ
れ
た
と
い
う
。

　

先
ず
広
報
、
新
聞
等
を
通
じ
て
詩
を

公
募
し
た
と
こ
ろ
全
国
か
ら
２
０
０
編

ほ
ど
が
寄
せ
ら
れ
た
。
青
山
市
長
を
は

じ
め
、
夏
目
文
吉
議
長
、
作
曲
家
の
明

本
京
靜
、
歌
の
お
ば
さ
ん
こ
と
安
西
愛

子
さ
ん
な
ど
で
審
査
会
を
つ
く
り
、
そ

の
結
果
、
花
田
鶴
彦
氏
（
福
岡
市
教

員
）
が
入
選
さ
れ
た
。
作
曲
は
審
査
員

を
つ
と
め
ら
れ
た
明
本
京
靜
が
担
当
し

た
。
氏
は
、
「
甲
斐
の
山
々
陽
に
映
え

て
…
」
で
有
名
な
「
武
田
節
」
の
作
曲

者
で
あ
る
。
こ
の
時
、
同
時
に
「
町
田

音
頭
」
も
制
作
さ
れ
た
が
、
作
詩
は
金

子
一
男
（
町
田
市
民
）
、
作
曲
は
市
歌

と
同
じ
明
本
京
靜
で
あ
る
。

　

青
山
市
長
と
夏
目
議
長
は
、
初
め
て

二
つ
の
歌
を
聴
か
さ
れ
、
市
歌
の
方
は

唄
い
出
し
が
「
箱
根
の
山
は
天
下
の

嶮
」
に
似
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
も
、
と

て
も
明
る
い
曲
調
で
、
こ
れ
な
ら
市
民

か
ら
も
歓
迎
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
、
帰
路

の
小
田
急
車
中
で
思
わ
ず
顔
の
筋
肉
も

ゆ
る
ん
だ
と
述
懐
し
て
い
る
。

　

と
く
に
市
歌
は
、
藤
山
一
郎
、
安
西

愛
子
と
一
流
の
歌
手
に
よ
る
も
の
で
、

伸
び
伸
び
と
、
格
調
高
く
唄
い
あ
げ
て

い
て
、
数
あ
る
全
国
の
市
歌
の
中
で
も

逸
品
で
は
な
い
か
と
私
は
思
っ
て
い

る
。

　

思
え
ば
こ
の
市
歌
に
関
係
さ
れ
た
方

々
は
、　

余
年
後
の
今
日
、
ほ
と
ん
ど

４０

故
人
と
な
ら
れ
、
町
田
市
の
歴
史
の
一

つ
に
な
ら
れ
て
し
ま
わ
れ
た
。
市
制
５

周
年
の
当
時
の
町
田
市
の
人
口
は
８
万

２
千
人
、
今
や　

万
人
を
超
え
る
中
核

４０

都
市
と
な
り
、
こ
の
歌
に
未
来
を
夢
見

た
先
人
た
ち
は
、
今
何
を
思
わ
る
る

や
。

　

「
市
歌
」
の
内
容
が
今
で
は
す
こ
し

調
子
が
あ
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
…
と

い
う
声
も
あ
る
が
、
い
い
で
は
な
い

か
、
こ
れ
も
歴
史
で
す
よ
、
と
私
は
思

う
の
で
あ
る
。

町 田 市 歌
（昭和３８年５月４日制定）

１．大富士はるか　朝あけの
　　雲は飛ぶ飛ぶ　陽はおどる
　　ああ建設の　意気に燃え
　　 栄 えある歴史　 汚 さじと

は けが

　　市民ぞわれら　こぞりたつ
　　町田　町田　われらの町田

２．史跡にかおる　高ヶ坂や
　　四季おりおりの　薬師池
　　ああうるわしき　春や秋
　　光あふれる　武蔵野に
　　力あわせて　はげみ合う
　　町田　町田　われらの町田

３．多摩の山なみ　みどり濃く
　　虹は呼ぶ呼ぶ　地は豊か
　　ああ躍進の　旗たかく
　　息吹も若き　産業の
　　ゆくて輝く　 繁栄 こそ

さ か え

　　町田　町田　われらの町田

「
町
田
市
歌
」
と
そ
の
こ
ろ

組
織
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

組
織
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　

学学
校校
教教
育育
部部
指指
導導
課課
にに

教教
育育
セセ
ンン
タタ
ーー
係係
がが
発発
足足


